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スペイン語の世界へようこそ            

担当: 吉 江 (スペイン語Ⅰ・Ⅱ)        

川 西 (スペイン語 Ⅲ・Ⅳ) 

 

扉の向こうに 5 億人の友だちが待っている！ 

                     Te esperan ５０0 millones de amigos al otro lado de la puerta 

 

Ⅰ スペイン語はこんなコトバ 

★ スペイン語の現在 

 ・世界で 約5 億人 の人々によって日常的に話されているコトバ。 

・世界の21 ヶ国（地域）で公用語として使われている。 

 ・6つある 国連公用語 のひとつ ⇒ NGOなど、国際的な公的機関、公用文書における共通言語 

 

★ スペイン語を公用語とする国・地域 

  ･ スペイン、ラテンアメリカ19カ国、アフリカ1カ国の計21カ国（地域）の公用語。 

【スペイン語が使われている国・地域名】 

《ヨーロッパ》 

スペイン 

   《中央アメリカ》 

    メキシコ、グアテマラ、エルサルバドル、パナマ、   

ホンジュラス、ニカラグア、コスタリカ 

《カリブ地域》 

 キューバ、ドミニカ共和国、プエルトリコ 

   《南アメリカ》 

ベネズエラ、コロンビア、エクアドル、ウルグアイ、 

ボリビア、チリ、ペルー、アルゼンチン、パラグアイ 

    《アフリカ》 

    赤道ギニア 

《その他》 

   ＊アメリカ合衆国 ⇒英語につぐ第二言語（国民人口の約13％）。公式統計で、約 4200 万人のスペイン語話者が暮らす。

カリフォルニア州、フロリダ州など、地域によってはむしろスペイン語話者が多数を占めるところもある。 

(出典: UN, Demographic Yearbook System, Demographic Yearbook Special Census Topics) 

   ＊日本 ⇒ 約10 万人のスペイン語ネイティブがいる。 

                                        
 

 

 国際的な仕事を目指す人（国際援助関係、NGO、国連など）には意外とオススメ ！ 
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Ⅱ スペイン語の特徴  

【発音・文字】 
☆ スペイン語の発音は日本語とよく似ている。  
           ↓ 

なぜなら、《 “ア” “イ” “ウ” “エ” “オ” 》の５母音で構成されているから。 
 

☆ 文字は英語のアルファベット26文字＋１字（ ñ ） = ２７文字  

☆ 発音の基本はローマ字読み 
↓ 

すぐにスペイン語の本を声に出して読めるようになります。 
 

 
【文 法】 
 ☆ スペイン語の文法学習で最低限、必要なこと・・・動詞の活用を中心に 教科書10 ページ分 を覚える。 

 

Ⅲ スペイン語Ⅰ・Ⅱの授業の進め方  

 ★ スペイン語Ⅰ･Ⅱ（１年生向）の授業では、《話す》《聞く》《読む》《書く》といった、スペイン語の基礎 
能力を一年間で身につけることを目指します。授業は、《基本文法の解説⇒グループごとの練習⇒まとめの 
テスト》という順番で、１課ごとに繰り返しながら進みます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ⅳ スペイン語Ⅰ･Ⅱ（1 年生向）の授業に必要なもの  

《教科書》 

   『動く！スペイン語 Español Dinámico』 朝日出版社。  

           ↓ 

      ４月の教科書販売のときに購入する。 

  

《どうやって身につけるの？》 

 ◎ 覚える単語は、一日に 「 ３ 語 × ３６５日 」 ＝ 約 1000 語   

⇒ 最初の目標 ＝基本となる約 1000 語 を 1 年でしっかり覚える。 

       （日常会話の70％は基本1000 語、90％は3000 語で構成されている 

⇒ 残りの 10％は辞書に任せる） 

 

◎ 文法は 10 ページ分を徹底して覚える 

    ⇒ 教科書の枠で囲われたところ を集中的に覚える!!  

 

カ ー サ

【Casa】


